
医療の戦争動員が始まっています

　イスラエル軍は、ガザ地区の
病院に突入し病院内で銃撃戦を
行いました。これが「自衛のため」
の戦争だと言うのでしょうか。
　私たち医療福祉労働者は、い

つの時代も戦争の道具にされてきました。私たちが
毎日、必死で命を守るために働いていても、戦争を
続ける資本家がいる限り、膨大な数の人が殺されて
しまいます。反戦闘争に立ち上がることこそが医療
福祉労働者の責務ではないでしょうか。
　医療福祉現場で進められる戦争への動きを止め、
戦争をしてしか生き延びられない帝国主義を倒し、
社会を根本から変えるため、世界中の労働者と連帯
し立ちあがりましょう！　（昨年11・19全国労働者
集会での高槻医療福祉労組・冨山玲子委員長の発言）

　医療の戦争動員が既に始まっています。防衛省は昨年から、戦地
で輸血するための血液製剤の製造・備蓄計画を進めています。自衛
官 25万人から採血して製造し、南西諸島などの冷凍庫で約 10年
間保存するというものです（右図）。
　防衛省作成のイメージ図では、「受血者（自衛隊員に限る）」と明記。
南西諸島の住民は戦場に放置し見殺しにする ! ということです。
　血液製剤調達体制を協議する「有識者会議」には、国際医療福祉
大学学長、東大医学部附属病院輸血部長などの名も。医療の戦争動
員に絶対反対しましょう！ 昨年 3月 9日付　読売新聞より

防衛省が自衛隊員25万人から採血し

「台湾有事」のため南西諸島に備蓄！

トリプル改定は、国民皆保険制度を奪う！
24春闘ストライキを闘おう

医療・介護・
障害福祉の

イギリスの医療労働者が、ガザ攻撃で利益を得る
ハイテク企業パランティアのロンドン本社を閉鎖。
全世界で医療介護福祉労働者が反戦の先頭に立っ
ています。
ガザ(ラファ)での大虐殺を止めよう！

　こうした中での診療報酬・介護報酬・障害福
祉の24年度トリプル改定は、社会保障制度そ
のものを解体する狙いが込められています。
●診療報酬改定では、破産状態のマイナ保険証
の医療現場での使用を強制。また、「医師の働
き方改革」など、過労死を合法化する長時間労
働を推進しています。
●介護報酬改定は、低賃金を放置した上、「生
産性向上」を加算の条件とし、「異次元崩壊」
を意図的に作り出す棄民政策です。

●障害報酬の改定も、障害者通
所施設に「生産性」を持ち込み、
報酬に条件を付け、地域で生き
る場を奪うものです。
　これらすべてが戦争に向かう
攻撃です。私たち医療介護福祉
労働者は、春闘をストライキを
構えて闘います。社会保障解体を許さない地域から
の反乱を一緒に起こしましょう。３・２０集会とデ
モに、職場から地域からぜひご参加ください。

命を守る医療労働者こそ反戦の先頭に


